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地域で生きる障害者を支える会通信

いま、また初志を伝えたい!

共に生きよう地域の中で
爽やかな季節ですが、このところ雨といえば、いやに激しく、

寒暖も初夏にしては大きいように思いますが、みなさまお変わ

りなくお元気でお過ごしでしょうか?

88号

tfO法人「地域で生きる障害者を支える会』

住所:横浜市港北区下田町6・31-8

活動ホーム『しもだ」肉

TEL 045-562-3600 

FAX 045-562-5991 

との通信も、 88号となりました。毎号、会員・賛助会員の皆様のお顔を思い浮かべな

がら、そして支援しているメンバーを思いながらおとどけしてまいりましたが、記事のひ

とつでも 「そうか1と うなずいていただけたものがあれば幸せです。

* * * 
この「支える会」の前・前身ともいえる新作業所準備会(研究会)が、他の障害者グルー

プと共に、地域のご協力を得て、デイサーピスの場「活動ホームしもだ」を設立して 20

年半が経ちます。そこで20周年記念事業を行う事になり、いま記念誌をてがけています。

あれからもう 20年たったのかという感慨と、遠い昔の事のように希薄な思い出にしか

なっていない部分とがあって、不思議な気がします。

開所のときにも記念誌を出しましたので5、10、20と「しもだ」としては4冊目に

なります。そのつど思いは強く、初めの設立記念誌は、 「いよいよ私たちの活動ホームが

オープンする。 J~いうことで、キャッチフレーズは、いまも続いている「共に生きょう

地域の中で」そして扉には、 「障害者にとって暮らしやすい街は、だれにもすみょいとこ

ろのはずです」 とうたっています。

5周年の記念誌には無事過ごしてきた日々と、ょうやく地域とともにある実感と感謝の

気持ちがこめられ、 10周年の記念誌の扉には、成長する障害者の喜びと感動の詩がかか

げられています。そして20年、次の新しき「しもだ」へ何を伝えたいのでしょうか。そ

うした役割を感じつつ編集しています。

文字にするということは、恥ずかしい思いも残り、いつも鴎賭するのですが、今の状況

を残しておく事も、次の世代への責任なのではないかと、自らを励ましているところです。
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平成20年度第一回総会のお知らせ

今年も総会の季節となりました。下記のとおり、 NPO法人「地域で生i

第一回総会を開催いたします。

諸事ご多忙の事と存じますが、会員の皆様にはお繰り合わせの上、ご出席下さるようご案内

いたします。また、顧問会員、賛助会員の皆様も、歓迎いたします。

記

日時:平成20年6月30日(月)午前10時30分~

会場.活動ホームしもだ (TEL 045-562-3600 ) 

議題・ 1)平成19年度活動報告について

2)平成19年度収支決算報告について

3 )平成20年度活動計画について

4)平成20年度収支予算案について

5 )その他

|ご入会 ご継続 ありがとうございます|

〔敬称略〕

《会員》

藤田寿子 宮田忠夫 鈴江美博 高畠慶子 高畠勢津子

《賛助会員》

高安希和 新田新之介 新困惑子 川|尻浩介 川尻章子

佐々木幸子 由井昌子 鈴木玲子 黒沢千草 笠井満喜子

坂上富美子 有国多恵子 小泉寿子 桜井徹 荒井洋一

荒井奈津美 岡本美知子 赤瀬福子 清宮一恵 戸川慶建

戸川| 澄子 小栗芳久 白川田倫世 高畠誠 コ上文子

松本 稔

《賛助会員団体》

サイドワークネキスト (有)横浜綜合印刷 港北区肢体不自由児者父母の会

新吉田地区杜会福祉協議会・会長小杉久仁夫

(20年 5月29現在)
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• 3つの揚を上手に使えたら・・・

この前港北区父母の会の集まりで、伊豆へ旅行に行きました。

ほんとは 母と行くといいのですが、今年も忙しいので、よくなれたボランティア

さんをお願いしていきました。わがままかなとも思いますが、外の集まりで、一年に一

度お会いするのが楽しみですから、行っています。

一緒の部屋になった Iさんのお母さんと、ずっとたくさんお話しました。 Iさんもグ

Jレープホームに暮らしています。このごろお身体がおかしいし なんとなく暗いので、

土曜日と日曜日は家に帰ってきますといいました。

朝から ずっと閉じ人たちと一緒に 活動しているからではないかしら とお脅し

していました。私も同じなので、よかったと思いました。

* * * 
今私は、荷動ホームしもだの皆とグループホームでも一緒です。私は、重い障害なの

で朝から夜お休みまで 通してよく見ていただけるので、よかったと思います。

活動ホームのデイサーピスでは、身体の全身運動をしたり 散歩をしたり 歌ったり

して体を元気にするところです。グループホームへ帰ると ゆっくり過ごします。昼間

の活動のようすも伝えます。一ヶ月に一度は 訪問看護の看護師さんたちが来て、メン

バーの健康をチェックしてくださいます。

ただ ずっと一緒のメンパーなので、週末には家に帰ったり、青年クラブに行ったり

時々外の人にお会いしたり、旅行に行きたいと思います。

活動ホームと、グループホームと、家の3つを上手に使いたいと思っています。

* * * 
ずっと前でしたが、日吉の慶応大学で「福祉のまちネットワーク日吉Jの集まりがあ

って、講演を聞きました。先生が「仕事と 家のあいだにあるような事を、たとえば好

きな事をするクラブや、市民活動などを上手につくるといい」といっていました。

その事が 心に残っています。私も、とても大切な事だと思います。

大原友子

* * * * * 
|お知らせI6月23日から 28日まで大倉山「ギャラリーかれんJにて、第6回
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写真展『重度障害者自立への道』を開催いたします。お誘い合わせ、お出かけください。

~I誌のょっぱホ斗| く
!ょっぱホーム ' 

5/1 8に活動ホームしもた、のバザーがあり

ました。当日は天気にも恵まれ、大盛況だ、った

と思います。入居者も前日からとても楽しみに

していて、今回はバザー前のグループホームの

様子をお話します。
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